
揚げ屋工事：再利用部分を残し解体した後、
土台に鉄骨を通し、建物全体を持ち上げ、基
礎工事の準備をする。

基礎工事：揚げ屋工事後、新しい基礎を作り、
不同沈下等が起きない強固な建物とする。

A5

A4

建て起こし：柱が傾いていたり変形した建物
を、ワイヤーやジャッキを使って、元の垂直の
状態に少しずつ戻す。

仕上げ工事：左官屋さんが伝統工法による
和漆喰塗りの仕上げを行なう。

A8

A9

調査・民家再生構想期間　１～３ヶ月工事期間　８～10ヶ月 基本設計・実施設計期間　４～６ヶ月

建
築
主
の
手
順

設
計
者
・
施
工
者
の
手
順

・
再
生
民
家
の
情
報
を
収
集
す
る

・
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
る

・
希
望
︑イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る

・
民
家
の
状
態
に
つ
い
て
調
査
依
頼

・
建
物
の
現
状
︑改
善
方
法
︑耐
震
の
確
認

・
工
事
費
の
確
認

・
契
約
事
項
︑工
程
な
ど
の
確
認

・
引
越
し
︑生
活
廃
材
の
処
理

❶ 

解
体
工
事

❷ 

揚
げ
屋
工
事

❸ 

基
礎
工
事

❹ 

土
台
敷
き

❺ 

建
て
起
こ
し

❻ 

木
部
洗
い

❼ 

屋
根
工
事

❽ 

壁
工
事

❾ 

床
工
事

❿ 

内
装
工
事

⓫ 

建
具
工
事

⓬ 

電
気
設
備
工
事

⓭ 

給
排
水
衛
生
設
備
工
事

⓮ 

空
調
換
気
設
備
工
事

⓯ 

外
構
工
事

・
材
料
の
確
認
︑準
備
な
ど

・
工
法
︑工
期
︑設
計
監
理
費
︑

工
事
費
概
算
な
ど
を
提
出

・
建
物
全
体
の
把
握

・
建
物
の
履
歴
や
増
改
築
の
有
無

・
各
部
の
歪
み
や
腐
朽
の
程
度

・
不
同
沈
下
や
建
物
の
倒
れ

工務店

調
査
請
負
契
約

民
家
再
生
の
専
門
家
に
相
談

再
生
計
画
の
検
討

資
金
計
画
の
検
討

工
事
期
間
の
生
活
場
所
な
ど
の
検
討

再
生
計
画
の
決
定

基
本
設
計
の
決
定

実
施
設
計
の
検
討

実
施
設
計
図
書
の
承
認

工
事
費
見
積
も
り
の
依
頼

工
事
費
の
決
定

着
工
準
備

工
事
着
手

工
事
完
了
検
査

引
越
し

再
生
の
可
能
性
を
判
定

再
生
計
画
を
提
案

詳
細
調
査

基
本
設
計
の
開
始

再
生
設
計
の
提
出

実
施
設
計
の
開
始

実
施
設
計
図
書
の
作
成
・
提
出

工
事
費
の
見
積
も
り

着
工
準
備

工
事
着
手

家
を
直
し
た
い
と
思
う

A1設
計
の
受
託
・
契
約

工
事
請
負
契
約

基
本
調
査
︵
目
視
︑
実
測
︶

A2

工
事
完
了
検
査

A8 A7 A6 A5 A4 A3A9

設計者（設計）設計者（工事監理）

現地再生前

A1

現地再生後

A10

土台敷き：基礎の上に新たな土台を敷く。

継ぎ手等の補修：解体時に部材に腐朽や痛
みがあった場合、できるだけ同材で補修して
使う。

A7

A6

現地調査：実際に現場を見て採寸し図面に
する。この時に既存の梁や柱の腐朽、老朽化、
雨もり等を入念に調べる。

解体工事：物件によって解体範囲は異なる。
既存の梁、柱などを残し、壁、天井、床組みな
どを撤去する。

A2

A3

竣
工
︑
再
生
民
家
の
引
渡
し

A10

古民家再生の流れ


